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９
月
定
例
市
議
会
は
９
月　

日
か
ら　

月
３
日
ま

１３

１０

で　

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

２１

　

ま
ず
冒
頭
市
長
か
ら
今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た

議
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
６
月
定
例
会

で
継
続
審
査
と
な
っ
た
指
定
管
理
者
制
度
関
係
の　
１４

議
案
に
つ
い
て
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
に
伴
う

関
係
条
例
の
審
査
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
委
員
長

か
ら
閉
会
中
に
行
っ
た
委
員
会
審
査
の
報
告
が
あ
り
、

採
決
を
行
い
ま
し
た
。（
委
員
会
報
告
書
抜
粋
別
掲
）

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
で
議
員
政
治
倫
理
特
別

１７

委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
該
事
件
に
つ
い
て

司
法
の
判
断
が
出
た
と
し
て
、
議
員
か
ら
「
生
嶋
洋

一
議
員
の
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
」
が
提
案

さ
れ
、
記
名
投
票
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

例
年
９
月
定
例
会
で
は
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま

す
。
正
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
各
委
員
会
委
員
、

各
役
員
の
選
任
を
行
い
、
新
体
制
の
も
と
各
議
案
を

活
発
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
市
長
か
ら
当
初
に
報
告
議
案
４

件
、
事
件
議
案
１
件
、
条
例
議
案
４
件
、
予
算
議
案

７
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

陳
情
も
あ
わ
せ
、
本
会
議
で
は
熱
心
な
質
疑
を
、
委

員
会
で
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
平
成　

年
度
決
算
認
定
、
公
平
委
員

３０

１６

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
た

め
の
予
算
な
ど
が
追
加
提
案
さ
れ
、
そ
の
内
決
算
認

定
に
つ
い
て
は
提
案
に
伴
っ
て
設
置
し
た
決
算
特
別

委
員
会
で
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
度
重
な
る
不
祥
事
に
対
し
て
市
長
、
助
役

に
対
す
る
問
責
決
議
が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 
9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 
9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

今定例会での議案概要
●生嶋洋一議員の議員辞職勧告に関する決議
●自治体病院の医師確保対策を求める意見書

予算の概要
●人件費の精査
●米田新水路改良工事
●米田水源地調整池整備工事
●アスベスト対策事業

継続審議とした議案
●高砂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
●平成１６年度高砂市一般会計歳入歳出決算認定
●平成１６年度高砂市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成１６年度高砂市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成１６年度高砂市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成１６年度高砂市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成１６年度高砂市水道事業会計決算認定
●平成１６年度高砂市工業用水道事業会計決算認定
●平成１６年度高砂市病院事業会計決算認定

請　　　願
採　択
●住民基本台帳の大量閲覧を禁止する条例の制定を求める請願
継続審議
●北山荘廃止の方針を改め、存続運営の方向で再検討をお
願いします。また、利用者の声を反映できる機会を与え
て下さるようお願いします。

可決した条例
指定管理者制度関係
●高砂市知的障害者更生施設条例の一部を改正する条例
●高砂市知的障害者小規模作業所条例の一部を改正する条例
●高砂市勤労者総合福祉センター条例の一部を改正する条例
●高砂市生石宿泊センター条例の一部を改正する条例
●高砂市勤労者体育センター条例の一部を改正する条例
●高砂市文化会館条例の一部を改正する条例
●高砂市福祉保健センター条例の一部を改正する条例
●高砂市勤労会館条例の一部を改正する条例
●高砂市駐車場条例の一部を改正する条例
●高砂市都市公園条例の一部を改正する条例
●高砂市市ノ池公園キャンプ場管理条例の一部を改正する条例
●高砂市総合運動公園体育施設管理条例の一部を改正する条例
●高砂市向島多目的球場管理条例の一部を改正する条例
●高砂市民プール条例の一部を改正する条例
その他の条例
●高砂市在宅高齢者介護手当支給条例の一部を改正する条例
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例
●高砂市防災会議条例及び高砂市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例

可決したその他の議案
●兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体
の数の増減及び規約の変更

●監査委員を選任するにつき同意を求めること
●公平委員会委員を選任するにつき同意を求めること

平
成　

年
９
月

１７定
例
市
議
会
日
程
表

会
期　

９
月　

日（
火
）〜　

月
３
日（
月
）

１３

１０
　
　

日
間

２１

９
月　

日（
火
）　

開
会
、諸
報
告
、市
長
の

１３

提
案
理
由
の
説
明
、委

員
長
報
告
、討
論
採
決
、

議
長
の
選
挙
ほ
か
委
員

の
選
任
等

　
　
　

日（
水
）　

議
長
の
選
挙
ほ
か
委
員

１４

の
選
任
等

　
　
　

日（
木
）　

議
長
の
選
挙
ほ
か
委
員

１５

の
選
任
等

　
　
　

日（
金
）　

休　

会

１６

　
　
　

日（
土
）　

休　

会

１７

　
　
　

日（
日
）　

休　

会

１８

　
　
　

日（
祝
）　

休　

会

１９

　
　
　

日（
火
）　

休　

会

２０

　
　
　

日（
水
）　

質　

疑

２１

　
　
　

日（
木
）　

質　

疑

２２

　
　
　

日（
祝
）　

休　

会

２３

　
　
　

日（
土
）　

休　

会

２４

　
　
　

日（
日
）　

休　

会

２５

　
　
　

日（
月
）　

質　

疑

２６

　
　
　

日（
火
）　

一
般
質
問
、特
別
委
員
会

２７

　
　
　

日（
水
）　

全
員
協
議
会

２８

　
　
　

日（
木
）　

各
常
任
委
員
会
審
査

２９

　
　
　

日（
金
）　

委
員
長
報
告
、討
論
採
決

３０

　

月
１
日（
土
）　

休　

会

１０
　
　

２
日（
日
）　

休　

会

　
　

３
日（
月
）　

諸
報
告
、閉
会

人　

事

公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同

意
を
い
た
し
ま
し
た
。

高
砂
市
荒
井
町
中
新
町
９
番
１
号

松
尾　

嘉
彦
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議会の新しい構成きまる

　議長　加古　秋晴　
市議当選　６回

　副議長　北野　誠一郎　
市議当選　３回

　監査委員　坂牛　八州　
市議当選　４回

　

こ
の
た
び
、
９
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
高
砂
市
議
会
の
正
・
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
職
務
の
責
任
の
重
さ
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
、
心
か
ら
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
一
段
と
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

１５

財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
当
局
と
市
議
会
は
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
、
市
民
の
幸
せ
を
増
進
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
た
な
意
欲
と
抱
負
を
も
と
に
、「
明
る
い
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
、
市
政
の
推
進
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議　

長　
　

加
古　

秋
晴　

副
議
長　
　

北
野
誠
一
郎　

�
�
�
�
�
�
�
�
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常任委員会 ◎委員長　　○副委員長

市民生活

◎小松　美紀江
（日本共産党）

総 務

◎橋本　芳和
（公明党）

○井奥　雅樹
（いきいきネットワーク）

福元　　昇
（民主クラブ）

入江　正人
（政和会）

秋田　さとみ
（新社会）

木村　　巍
（政友会）

岡本　勝弘
（市民クラブ）

○近藤　清隆
（民主クラブ）

松本　　均
（無所属）

沢野　　博
（政友会）

北野　誠一郎
（政和会）

萬山　忠彦
（政友会）

坂牛　八州
（市民クラブ）

西野　　勝
（無所属）

池本　　晃
（政友会）

鈴木　利信
（いきいきネットワーク）

加古　秋晴
（政和会）

宮本　幸弘
（新社会）

生嶋　洋一
（政友会）

○横山　義夫
（民主クラブ）

砂川　辰義
（公明党）

中須　多門
（無所属）

○北畑　徹也
（政友会）

八田　美津子
（公明党）

今竹　大祐
（無所属）

福祉教育

◎北　元次郎
（新社会）

建設水道

◎船田　昭信
（民主クラブ）
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議会選出各種委員等

石　原　正　康　　原　　　亀　男　　吉　田　正　俊議 会 推 薦 農 業 委 員 会 委 員

加　古　秋　晴高 砂 市 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員

小　松　美紀江　　岡　本　勝　弘環 境 保 全 協 議 会 委 員

小　松　美紀江東 播 臨 海 救 急 医 療 協 会 理 事

小　松　美紀江加古川歯科保健センター運営協議会委員

松　本　　　均　　今　竹　大　祐　　近　藤　清　隆

北　　　元次郎　　鈴　木　利　信
加古川市、高砂市宝殿中学校組合議会議員

沢　野　　　博　　岡　本　勝　弘東播磨農業共済事務組合議会議員

船　田　昭　信高 砂 市 社 会 教 育 委 員

横　山　義　夫　　橋　本　芳　和　　小　松　美紀江

木　村　　　巍　　井　奥　雅　樹
国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員

八　田　美津子　　北　畑　徹　也民 生 委 員 推 薦 会 委 員

福　元　　　昇　　砂　川　辰　義　　西　野　　　勝

宮　本　幸　弘　　生　嶋　洋　一
高 砂 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員

萬　山　忠　彦高 砂 市 土 地 開 発 公 社 監 事

中　須　多　門財団法人高砂市勤労福祉財団評議員

特別委員会等 ◎委員長　　○副委員長

◎
井　

奥　

雅　

樹　

○
砂　

川　

辰　

義　
　

横　

山　

義　

夫

　

松　

本　
　
　

均　
　

入　

江　

正　

人　
　

北　
　
　

元
次
郎

　

生　

嶋　

洋　

一　
　

池　

本　
　
　

晃　
　

坂　

牛　

八　

州

議
会
運
営
委
員
会

　

橋　

本　

芳　

和　
　

近　

藤　

清　

隆　
　

入　

江　

正　

人

　

北　
　
　

元
次
郎　
　

池　

本　
　
　

晃　
　

井　

奥　

雅　

樹

　

岡　

本　

勝　

弘

会
派
代
表
者

◎
鈴　

木　

利　

信　

○
沢　

野　
　
　

博　
　

八　

田　

美
津
子

　

小　

松　

美
紀
江　
　

近　

藤　

清　

隆　
　

北　

野　

誠
一
郎

　

秋　

田　

さ
と
み　
　

坂　

牛　

八　

州

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
横　

山　

義　

夫　

○
北　

畑　

徹　

也　
　

砂　

川　

辰　

義

　

中　

須　

多　

門　
　

入　

江　

正　

人　
　

井　

奥　

雅　

樹

　

岡　

本　

勝　

弘

決
算
特
別
委
員
会

◎
岡　

本　

勝　

弘　

○
鈴　

木　

利　

信　
　

船　

田　

昭　

信

　

八　

田　

美
津
子　
　

小　

松　

美
紀
江　
　

西　

野　
　
　

勝

　

宮　

本　

幸　

弘　
　

萬　

山　

忠　

彦　
　

木　

村　
　
　

巍

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会
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一般質問
　市政全般に対する一般質問は、高砂市議会では一人１５分と
なっており、２回までの再質問が認められています。
　ここではその一部を紹介します。よりくわしい内容につい
ては図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市
議会定例会会議録」に収められていますのでご利用下さい。

◆
緊
急
に
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る

行
政
課
題
が
山
積
の
中
に
あ
っ
て
、

市
職
員
の
不
祥
事
が
連
続
し
て
発

生
し
て
い
る
が
、
誠
に
遺
憾
で
あ

る
。

 

ま
ず
、
第
一
点
、
連
続
す
る

不
祥
事
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で

あ
り
、
職
員
個
人
の
資
質
や
モ
ラ

ル
の
問
題
な
の
か
、
あ
る
い
は
高

砂
市
の
行
政
に
根
ざ
す
一
種
の
構

造
的
な
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
お

考
え
な
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

　

第
二
点
目
、
人
事
行
政
に
つ
い

て
、
問
題
を
起
こ
し
た
職
場
の
実

態
は
と
も
か
く
、
そ
う
い
う
人
事

配
置
を
行
っ
た
担
当
部
局
も
反

省
・
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
市
長
自
ら
が
現
場
に

足
を
運
ぶ
の
が
難
し
け
れ
ば
、
た

ま
に
は
人
事
担
当
者
に
各
現
場
の

状
況
を
自
分
の
目
で
観
察
し
て
回

ら
せ
る
な
ど
、
人
事
担
当
業
務
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

　

第
三
点
目
、
こ
の
際
、
今
後
の

高
砂
市
職
員
の
公
務
員
倫
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
一
般

職
を
含
ん
だ
形
で
の
市
政
倫
理
条

問 問 

例
的
な
も
の
の
必
要
性
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
。

　

本
来
的
に
は
、
地
方
公
務
員
法

の
枠
内
や
内
部
の
規
律
の
厳
粛
化

で
十
分
対
応
で
き
る
は
ず
だ
が
、

今
や
理
想
論
・
原
則
論
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
段
階
は
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
祥
事

が
相
次
い
で
発
覚
し
、
多
大

な
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
事

に
対
し
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。

　

公
務
員
は
よ
り
厳
し
い
行
動
規

範
が
求
め
ら
れ
、
現
在
市
を
あ
げ

て
調
査
を
し
て
い
る
。
そ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
対
応
を

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
後

不
祥
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

は
一
人
一
人
の
自
覚
の
高
揚
、
不

正
を
起
こ
さ
せ
な
い
職
場
環
境
、

体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
重
要
と
考
え
る
。
職
員
研
修
等

を
通
じ
て
資
質
の
向
上
。
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
職
場

体
制
の
改
善
。
取
扱
基
準
の
周
知

徹
底
と
見
直
し
を
行
い
、
服
務
に

対
す
る
厳
正
な
対
応
を
図
り
、
信

答 答 

頼
回
復
に
向
け
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
。

　

人
事
異
動
後
の
検
証
に
つ
い
て

は
ご
指
摘
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
路
線
バ
ス
減
少
の
そ
の
後
の
取　

　
り
組
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

次
に
、
６
月
定
例
市
議
会
で

質
問
し
た
、
米
田
〜
高
砂
間

の
路
線
バ
ス
の
本
数
が
大
幅
に
減

便
と
な
っ
た
問
題
に
関
し
て
、
当

局
に
よ
る
そ
の
後
の
取
り
組
み
の

現
状
を
、
中
間
報
告
的
に
経
過
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

 

神
姫
バ
ス
に
対
し
て
増
便
を

考
え
て
欲
し
い
旨
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。
当
初　

月
の

１０

ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
検
討
す
る
と
の

回
答
で
あ
っ
た
が
、
調
整
に
時
間

を
要
し
、
も
う
１
箇
月
時
間
が
欲

し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

バ
ス
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
は
今
後
高
砂
市
交
通
網
整

備
計
画
懇
談
会
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問 問 答 答 

岡
本　

勝
弘

職
員
不
祥
事
と
公
務
員
倫
理
の

確
立
に
つ
い
て　
ほ
か
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入
江　

正
人

解
市
的
出
直
し
が
必
要
で
は　
ほ
か

井
奥　

雅
樹

 

不
祥
事
の
連
鎖
を
構
造
的
腐

敗
と
思
っ
て
い
ま
す
か
、
個

人
の
資
質
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

 

資
質
の
問
題
で
も
あ
り
、
構

造
的
な
問
題
で
も
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
職
員
研
修
等
啓
蒙

を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
う
い
う

こ
と
が
起
き
な
い
体
制
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

以
前
の
不
祥
事
で
の
反
省
点
、

同
じ
職
場
に
長
期
張
り
付
け

し
な
い
な
ど
が
全
く
踏
ま
え
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
反
省
は
な
い
の

で
す
か
。

 

長
期
同
一
職
場
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
は

十
分
持
っ
て
い
る
。
今
回
の
件
に

つ
い
て
非
常
に
申
し
訳
な
く
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

も
踏
ま
え
て
人
事
配
置
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

◆
神
戸
新
聞
に
も
「
高
砂
の
名
が

泣
い
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
職

問 問 答 答 問 問 答 答 

員
に
命
令
す
れ
ば
済
む
、
頭
を
下

げ
れ
ば
済
む
と
い
う
あ
な
た
の
姿

勢
に
問
題
が
あ
る
。

　
市
長
の
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て　

 

衆
議
院
選
挙
で
「
小
さ
な
政

府
」
が
議
論
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
「
ほ
ど
よ
い
政
府
」
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

独
自
の
財
源
の
な
い
地
方
で
は
歳

出
を
削
減
す
る
し
か
な
い
。
市
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

 

今
回
の
総
選
挙
で
国
民
は
小

さ
な
政
府
を
望
む
と
い
う
結

果
が
出
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
基
本
的
に
は
小
さ
な
政
府
を

目
指
し
た
い
。
た
だ
現
体
制
の
中

で
で
き
る
こ
と
は
行
い
、
順
次
民

間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

◆
市
長
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
こ
と

は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

問 問 答 答 

　
雇
用
こ
そ
大
事　
　
　
　
　
　
　

 

ト
ラ
イ
ヤ
ル
雇
用
制
度
の
広

報
が
必
要
で
は
？

 

現
在
の
と
こ
ろ
市
と
し
て
広

報
に
掲
載
し
て
い
な
い
が
、

今
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に

よ
り
、
事
業
推
進
に
つ
い
て
啓
発

に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
で
き

た
が
、
市
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
民
間
へ
の
普
及
と
セ
ッ
ト
で

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
。

公
務
員
だ
け
を
対
象
に
す
る
再
任

用
制
度
を
よ
も
や
導
入
す
る
つ
も

り
で
は
な
い
で
す
ね
。

 

一
昨
年
の　

月
定
例
会
で
再

１２

任
用
の
条
例
を
提
案
し
た
経

緯
が
あ
る
。
今
回
の
高
齢
者
雇
用

安
定
法
の
施
行
に
伴
い
、
前
回
提

案
時
の
ご
指
摘
、
ご
意
見
を
十
分

踏
ま
え
た
中
で
再
度
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

問 問 答 答 問 問 答 答 

 

昭
和　

年
に
開
設
さ
れ
た
勤

４３

労
会
館
は
「
便
利
で
使
い
や

す
い
施
設
」
と
し
て
年
間
４
万
人

の
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
。
行

革
で
廃
館
に
し
な
い
で
ほ
し
い
と

い
う
意
見
は
圧
倒
的
多
数
の
市
民

の
声
で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

後
も
引
き
続
き
使
用
で
き
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

 

廃
館
の
方
向
性
は
決
定
し
て

い
る
が
当
面
の
間
、
解
体
費

の
め
ど
が
つ
く
ま
で
最
小
限
の
経

費
で
運
営
す
る
。

　
北
山
荘
の
存
続
を
求
め
る　
　
　

 

行
革
で
来
年
３
月
に
廃
館
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

年
続
い
た
こ
の
施
設
で
高
齢
者

４０の
活
動
と
親
睦
の
輪
、
互
い
に
励

ま
し
合
え
た
憩
い
の
場
を
取
り
上

げ
て
し
ま
う
事
で
は
自
治
体
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

せ
め
て
代
替
の
施
設
が
決
ま
る
ま

で
最
小
限
の
修
繕
で
２
階
３
階
を

有
効
的
に
使
う
方
法
で
存
続
を
強

く
求
め
る
。

 

庁
内
で
現
況
を
踏
ま
え
検
討

を
続
け
て
き
た
。
施
設
の
構

造
が
耐
久
性
に
乏
し
く
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
基
準
も
満

た
し
て
い
な
い
。
廃
止
の
時
期
ま

問 問 答 答 問 問 答 答 

で
に
十
分
に
関
係
者
の
皆
さ
ん
方

に
も
説
明
し
、
代
替
等
に
つ
い
て

も
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
養
護
学
校
を
卒
業
後
、
安
心
し　

　
て
利
用
で
き
る
施
設
の
充
実
を　

　
求
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

重
症
心
身
障
害
者
の
施
設
が

少
な
い
た
め
、
週
５
日
、
市

外
な
ど
３
つ
の
施
設
を
か
け
も
ち

に
通
っ
て
い
る
深
刻
な
障
害
者
・

家
族
の
生
活
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
施
設

に
通
え
る
施
設
の
確
保
を
強
く
求

め
る
。

 

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
に

も
対
処
で
き
る
よ
う
近
隣
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
県
に
重
症
心
身

障
害
者
の
保
護
、
治
療
及
び
日
常

生
活
指
導
を
行
う
施
設
を
東
播
磨

圏
域
で
の
設
置
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　
身
体
障
害
者
の
訪
問
看
護
の
充　

　
実
を
求
め
る　
　
　
　
　
　
　
　

 

県
の
訪
問
看
護
制
度
は
ど
ん

な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も

保
険
診
療
の
３
割
負
担
で
あ
る
。

訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
人
に
身

問 問 答 答 問 問 

体
障
害
者
医
療
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
や
、
通
所
看
護
を
制
度
化
す
る

よ
う
国
県
に
強
く
求
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

医
療
機
関
が
行
う
訪
問
看
護

は
福
祉
医
療
の
対
象
に
な
り
、

医
療
機
関
以
外
の
訪
問
看
護
は
福

祉
医
療
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
ご

質
問
の
趣
旨
は
十
分
理
解
す
る
。

さ
ら
に
勉
強
し
県
と
の
協
議
、
相

談
を
し
た
い
。

　
障
害
者
の
災
害
・
緊
急
体
制
の　

　
整
備
の
確
立
は　
　
　
　
　
　
　

 

停
電
な
ど
、
特
に
人
工
呼
吸

器
を
使
用
し
て
い
る
障
害
者

に
と
っ
て
生
命
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
、
病
院
や
県
の
健
康
福
祉

事
務
所
と
の
連
携
は
で
き
て
い
ま

す
か
。
家
族
に
徹
底
し
た
対
応
を

求
め
る
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
で
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
、
在
宅
寝
た
き

り
者
な
ど
の
名
簿
を
毎
年
作
成
し

て
い
る
が
、
今
後
災
害
緊
急
時
の

援
護
が
必
要
か
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
か
、
援
護
者
に
緊
急
災
害
時

の
情
報
提
供
し
て
も
よ
い
か
な
ど

項
目
を
増
や
し
把
握
し
た
い
。
ま

た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
関

係
者
協
議
の
上
早
急
に
整
備
し
た

い
。 答 答 問 問 答 答 

勤
労
会
館
、
北
山
荘
の
存
続
を　
ほ
か

小
松　

美
紀
江



2005年（平成17年）11月（8）高砂市議会だより第134号

 

車
社
会
に
な
り
、
建
設
当
初

よ
り
通
行
量
も
増
大
す
る
中
、

市
民
の
生
活
道
路
で
あ
る
五
間
道

が
安
全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
な

く
な
っ
た
。
高
砂
市
の
周
辺
計
画

道
路
も
建
設
の
見
透
し
す
ら
立
た

な
い
こ
と
か
ら
、
五
間
道
は
幹
線

道
路
と
し
て
な
お
も
車
の
通
行
が

増
大
す
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る
。

平
成　

年　

月
よ
り
明
姫
幹
線
よ

１７

１２

り
７
０
０
メ
ー
ト
ル
南
ま
で
県
事

業
歩
道
改
良
工
事
が
施
工
さ
れ
る
。

こ
れ
に
引
き
続
い
て
国
道
２
５
０

号
線
交
差
点
ま
で
工
事
を
延
伸
し

て
も
ら
う
様
、
強
く
望
む
と
同
時

に
当
局
の
お
考
え
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

 

通
称
五
間
道
の
管
理
は
兵
庫

県
に
な
っ
て
お
り
、
明
姫
幹

線
か
ら
天
川
橋
付
近
ま
で
道
路
整

備
事
業
を
平
成　

年
か
ら　

年
に

１７

１８

か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

天
川
橋
以
南
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
事
業
化
に
向
け
て
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
増
え
つ
つ
あ
る
高
齢
者
パ
ワ
ー　

　
を
市
政
に
生
か
せ
る
か　
　
　
　

問 問 答 答 

 

先
般
、
６
月
３
日
神
戸
新
聞

夕
刊
に
よ
る
と　

年
高
齢
社

０５

会
白
書
が
発
表
さ
れ
、　

歳
以
上

６５

の
高
齢
者
人
口
２
、４
８
８
万
人
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は　

・
５

１９

％
に
達
し
た
。
白
書
は
「
少
子
高

齢
化
で
労
働
人
口
の
減
少
が
予
想

さ
れ
、
団
塊
の
世
代
が　

歳
に
到

６０

達
し
始
め
る
中
で
国
の
活
力
を
維

持
す
る
に
は
、
高
齢
者
の
能
力
や

経
験
を
生
か
せ
る
社
会
の
実
現
が

不
可
欠
と
提
起
。
再
就
職
や
起
業

の
支
援
な
ど
働
く
機
会
を
増
や
す

施
策
の
推
進
に
加
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
社
会
参
画

を
促
す
方
針
を
決
め
た
。
高
砂
市

の
行
政
に
も
高
齢
者
に
寄
与
し
て

い
た
だ
け
る
、
事
業
や
施
策
等
、

活
躍
の
場
、
機
会
を
提
供
で
き
る

様
な
政
策
、
企
画
が
あ
れ
ば
お
示

し
く
だ
さ
い
。

 

就
業
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
臨
時
的
、
短
期
的
、
軽
易
な
作

業
に
就
業
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

安
定
的
な
雇
用
の
た
め
に
は
県
事

業
と
し
て
技
能
講
習
会
を
実
施
し
、

修
了
者
対
象
の
合
同
就
職
面
接
会

問 問 答 答 

を
開
催
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
介

護
、
育
児
分
野
の
講
習
も
シ
ニ
ア

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
題
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　

社
会
参
加
の
促
進
に
つ
い
て
、

熟
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
コ
ー
ス

を
開
催
し
、
地
域
社
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
生
き
が
い
対
策
で
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
講

座
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
高
齢
者
大
学
、
公
民
館
活
動

も
あ
わ
せ
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
策

を
展
開
し
た
い
。

　

ま
た
教
育
行
政
で
も
各
学
校
、

園
に
た
び
た
び
お
越
し
い
た
だ
き

交
流
音
楽
会
や
昔
遊
び
交
流
等
高

齢
者
の
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

高
砂
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
で

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
は
じ

め
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推

進
事
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
及

び
社
会
参
加
の
促
進
は
本
市
に
お

い
て
も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

通
称
曽
根
五
間
道
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て　
ほ
か

北
畑　

徹
也

 

人
口
に
占
め
る　

歳
以
上
の

６５

割
合
を
示
す
高
齢
化
率
が　
２０

％
に
達
し
た
。
高
齢
者
の
増
加
は

長
寿
社
会
の
実
現
で
あ
り
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
が
問
題
は
少
子

化
で
加
速
す
る
高
齢
化
率
の
上
昇

で
あ
る
。　

年
後
は　

％
、　

年

１０

２６

３０

後
で
は　

％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

３１

今
後
こ
の
高
齢
社
会
と
ど
の
様
に

関
わ
っ
て
行
く
方
針
な
の
か
伺
い

た
い
。

 

意
欲
と
能
力
の
あ
る
限
り
働

き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
な
ど
、
高
齢
者
の
総
合

的
な
環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
就
労
面
に
お
い
て
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
は
か
り
、
働
き
や
す
い
環
境
を

創
出
し
、
仕
事
を
通
じ
て
の
生
き

が
い
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
る
。

生
き
が
い
対
策
で
は
ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
を
実
施
し
、

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
。
そ

の
ほ
か
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
支
援
業
務
と
あ
わ
せ
、
安

心
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
高
齢
者
施
策
に
取
組
ん
で

い
る
。

　
多
機
能
ト
イ
レ
の
普
及
に
関
し
て　

問 問 答 答 

 

県
は
「
ひ
ょ
う
ご
多
機
能
ト

イ
レ
等
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
の
ト
イ
レ
は
人
工
肛

門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
を
装
着
し
た

人
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
が
汚
物
を

流
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

介
護
用
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、

手
す
り
を
備
え
外
国
語
も
表
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ト
イ
レ
に
対
す

る
方
針
を
伺
い
た
い
。

 

多
機
能
ト
イ
レ
は
県
の
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
も
用

途
面
積
が
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
新
規
施
設
に
対
し
設
置
を
義

務
付
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
今
後
誰
も
が
利
用
で
き
る
多
機

能
ト
イ
レ
の
設
置
を
促
進
し
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
住
ま
い
、

自
宅
か
ら
街
中
ま
で
安
全
、
快
適

に
活
動
で
き
る
社
会
の
推
進
に
努

め
た
い
。

　
都
市
計
画
道
路
・
沖
浜
平
津
線　

　
の
古
新
工
区
と
小
松
原
工
区
に　

　
関
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
古

新
工
区
の
現
況
と
未
整
備
の

小
松
原
工
区
に
関
し
て
の
情
勢
を

伺
い
た
い
。

 

県
事
業
で
施
工
中
の
古
新
工

区
に
つ
い
て
３
月
末
現
在
で

問 問 答 答 問 問 答 答 

　

％
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
平
成

５５
　

年
３
月
に
完
成
す
る
よ
う
県
で

１９努
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
１
年

間
の
事
業
認
可
変
更
を
県
で
検
討

中
で
あ
る
。
供
用
開
始
は
事
業
認

可
区
域
内
の
予
定
。
古
新
工
区
に

引
き
続
き
、
小
松
原
工
区
は
県
施

工
の
街
路
事
業
で
整
備
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
が
、
再
度

社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登

載
し
、
事
業
化
を
進
め
る
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
山
陽
電
車
高
砂
駅
前
の
横
断
歩　

　
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て　

 

高
砂
駅
前
で
改
札
口
の
前
か

ら
向
い
側
の
商
店
街
へ
の
横

断
歩
道
は
商
店
街
側
で
約　

セ
ン

２０

チ
の
段
差
が
あ
る
。
車
椅
子
等
を

使
用
し
て
い
る
人
や
高
齢
者
等
も

難
儀
し
て
い
る
。
利
用
者
も
多
く

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
強
く
要
望
す

る
。
当
局
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

 

ご
質
問
の
段
差
解
消
に
つ
い

て
検
討
し
た
が
、
歩
道
の
幅

員
が
狭
く
、
そ
の
部
分
の
み
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
困
難
で
あ
り
、

横
断
歩
道
の
位
置
と
車
道
も
含
め

た
駅
前
広
場
全
体
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問 問 答 答 

高
齢
社
会
を
迎
え
て　
ほ
か

沢
野　

博
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高
砂
市
文
化
会
館
に
お
い
て

の
公
金
横
領
事
件
。
贈
収
賄

事
件
。
ま
た
、
本
年
３
月
に
は
、
ず

さ
ん
極
ま
り
な
い
管
理
か
ら
、
知
的

障
害
者
施
設
の
公
金
約
９
７
０
万

円
の
盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

　

本
年
８
月
に
は
、
国
保
医
療
課

の
主
任
が
、
徴
収
し
た
市
税
な
ど

約
５
７
０
万
円
を
着
服
す
る
と
い

う
、
公
金
横
領
事
件
が
発
覚
。
さ

ら
に
、
９
月
に
は
新
た
に
納
税
課

の
係
長
に
よ
る
公
金
横
領
ま
で
続

け
て
発
覚
し
て
い
る
。

　

不
正
が
発
覚
す
る
た
び
、
金
銭

を
扱
う
部
門
を
中
心
に
、
徹
底
調

査
を
し
て
い
た
は
ず
が
、
高
砂
市

の
不
祥
事
は
止
ま
ら
な
い
。

　

市
長
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
市
を
建
て
直
し
て
い
か
れ
る
つ

も
り
か
。

 

不
祥
事
発
生
の
都
度
、
職
員

の
綱
紀
粛
正
、
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
き
た
が
、
そ
れ
が
実
を

結
ん
で
お
ら
ず
、
申
し
訳
な
い
と

い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

今
回
の
件
に
つ
い
て
全
庁
的
に
調

査
を
進
め
て
い
る
。
原
因
を
解
明

し
、
こ
う
い
う
こ
と
の
起
こ
ら
な

問 問 答 答 

い
体
制
づ
く
り
と
綱
紀
粛
正
に
努

め
た
い
。　

月
に
予
定
し
て
い
る

１１

「
市
長
と
語
る
会
」で
各
地
域
の
皆

さ
ん
に
報
告
と
お
詫
び
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ご
指
摘
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、

反
省
も
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
高
砂
市
を
構
築
し
た
い
。

◆
私
は
議
会
の
場
で
、
市
長
の
職

に
あ
る
者
は
、
公
私
混
同
は
し
て

は
な
ら
な
い
旨
、
何
度
も
申
し
て

お
る
が
、
ど
う
も
馬
耳
東
風
の
よ

う
だ
。
ボ
ク
シ
ン
グ
の
興
行
を
観

戦
す
る
の
は
公
務
で
は
な
い
。
県

知
事
選
挙
の
立
候
補
者
の
支
援
集

会
で
、
応
援
演
説
を
す
る
の
は
公

務
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
個
人

の
私
的
な
行
為
に
ま
で
、
市
の
公

用
車
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。
公
用

車
は
市
民
の
財
産
、
運
転
職
員
の

人
件
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
は
、
貴
重

な
る
市
民
の
税
金
で
あ
り
、
重
大

な
公
私
混
同
を
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年　

月
の
曽
根
天
満
宮
の
祭

１０

礼
で
は
、
泥
酔
状
態
で
境
内
を
徘

徊
を
し
、
多
く
の
市
民
か
ら
ひ
ん

し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
る
。
現
場
に

居
合
わ
せ
た
職
員
の
方
々
か
ら

「
市
長
の
醜
態
に
は
、私
た
ち
職
員

は
大
変
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し

た
」
と
の
声
も
耳
に
し
て
い
る
。

あ
ま
り
に
も
軽
薄
に
過
ぎ
る
行
状

は
、
今
後
は
厳
に
つ
つ
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

　
教
育
現
場
の
状
況
に
つ
い
て　
　

 

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
小
学
校
の
生
徒
が
、

先
生
に
暴
力
を
振
る
う
と
い
う
事

件
が
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ

る
よ
う
だ
。
中
学
生
、
高
校
生
に

よ
る
暴
力
行
為
は
減
っ
て
い
る
の

に
、
小
学
生
が
先
生
に
暴
力
と
は

驚
き
ま
す
。
本
市
の
小
学
校
の
現

場
の
状
況
を
ご
教
示
さ
れ
た
い
。

 

本
市
の
小
学
生
の
状
況
は
、

万
引
き
な
ど
何
件
か
の
問
題

行
動
は
あ
る
も
の
の
、
暴
力
行
為

は
現
在
ま
で
発
生
し
て
い
な
い
。

本
市
は
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

の
育
成
を
学
校
教
育
の
基
本
方
針

の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
今
後
も

全
て
の
教
育
活
動
の
中
で
社
会
性

を
培
い
、
自
主
性
、
主
体
性
の
育

成
に
努
め
た
い
。

問 問 答 答 

高
砂
市
政
７
年
間
の
放
漫
経
営
の
結
果
を

直
視
し
て　
ほ
か

松
本　

均

　
申
請
主
義
や
画
一
主
義
か
ら
の　

　
脱
皮
を
�　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

認
知
症
高
齢
者
問
題
が
、
こ

れ
ま
で
の
申
請
主
義
で
は
対

応
で
き
な
い
と
い
う
ひ
と
つ
の
象

徴
で
は
な
い
か
？
今
回
火
災
予
防

条
例
も
変
更
さ
れ
、
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
火
災

警
報
機
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
高
砂
市
の
対
応
は
。

 

住
宅
用
防
災
警
報
機
は
個
人

で
も
設
置
で
き
る
た
め
、「
広

報
た
か
さ
ご
」
へ
の
掲
載
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
自
治
会
へ
の

説
明
会
及
び
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ

ビ
の
活
用
等
を
行
い
、
市
民
に
被

害
が
な
い
よ
う
広
く
広
報
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
社

会
の
高
齢
化
が
進
み
、
契
約
し
た

認
識
が
な
い
高
齢
者
や
相
談
し
た

く
て
も
手
段
を
持
た
な
い
消
費
者

が
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。
本
市
と
し
て
も
消
費
者

相
談
窓
口
で
の
対
応
や
「
広
報
た

か
さ
ご
」
に
注
意
記
事
の
掲
載
、

消
費
生
活
ニ
ュ
ー
ス
の
チ
ラ
シ
作

成
、
注
意
の
呼
び
か
け
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
一

問 問 答 答 

層
の
啓
発
を
は
か
り
た
い
。

　
学
級
崩
壊
と
特
別
支
援
教
育
に　

　
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成　

年
度
よ
り
始
ま
る
特

１９

別
支
援
教
育
で
特
別
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
計
画

や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
準
備
は

ど
う
か
？

 

普
通
学
級
在
籍
の
特
別
な
教

育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
へ
の
対
応
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
が
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
、
市
内
の

担
当
者
会
の
研
修
だ
け
で
は
な
く

県
立
障
害
児
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催

の
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、

本
年
度
は
現
在
ま
で
延
べ　

名
が

８３

研
修
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
も

積
極
的
に
研
修
を
続
け
で
き
る
だ

け
多
く
の
教
職
員
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
知
識
を
持
た
せ
た
い
。

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は

県
の
専
門
研
修
を
受
け
た
者
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
か
ら
招

聘
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
い

る
。 問 問 答 答 

　
ゴ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
の
薦
め　
　
　
　

 

ゴ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
、
高
砂
市
の
負

の
遺
産
問
題
を
、
全
国
に
発
信
し
、

解
決
の
知
恵
を
探
る
と
い
う
方
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
固
化
汚
泥
は
継
続
的

な
監
視
を
行
っ
て
お
り
、
全

国
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
こ
れ
は

特
別
措
置
法
の
対
象
に
な
ら
な
い

た
め
、
国
、
県
、
関
係
企
業
と
協

議
し
、
積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

　

ゴ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
ご

み
減
量
化
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
お
り
、
循
環
型
社
会
を
速
や
か

に
確
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
兵

庫
県
に
お
い
て
消
費
者
協
会
と
行

政
が
一
体
と
な
り
５
Ｒ
生
活
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
平

成　

年
度
に
こ
の
５
Ｒ
生
活
推
進

１６
協
議
会
が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
消

費
者
協
会
代
表
、
商
工
会
議
所
、

商
店
連
合
会
、
び
ん
再
生
業
者
、

各
市
町
職
員
、
県
職
員
な
ど　

名
４４

が
参
加
し
、
協
議
し
て
い
る
。
今

後
よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
化
に
努

め
た
い
。

問 問 答 答 

地
方
か
ら
改
革
が
は
じ
ま
る　
ほ
か

鈴
木　

利
信
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委　員　会　審　査　報　告　書（抜　粋）

　指定管理者制度導入等に伴う関係条例の審査に関する特別委員会に付託された議案について審査の結
果、次のとおり決定したので、会議規則第９２条の規定により報告します。

記

１　審査結果
　　高議第３４号　高砂市知的障害者更生施設条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第３５号　高砂市知的障害者小規模作業所条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第３６号　高砂市勤労者総合福祉センター条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第３７号　高砂市生石宿泊センター条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第３８号　高砂市勤労者体育センター条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第３９号　高砂市文化会館条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４０号　高砂市福祉保健センター条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４１号　高砂市勤労会館条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４２号　高砂市駐車場条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４３号　高砂市都市公園条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４４号　高砂市市ノ池公園キャンプ場管理条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４５号　高砂市総合運動公園体育施設管理条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４６号　高砂市向島多目的球場管理条例の一部を改正する条例を定めることについて
　　高議第４７号　高砂市民プール条例の一部を改正する条例を定めることについて

　　以上、各議案は可決すべきものと決しました。

２　委員会の構成
　　委　員　長　　今竹　大祐
　　副委員長　　北野誠一郎
　　委　　員　　萬山　忠彦、沢野　　博、橋本　芳和、岡本　勝弘、
　　　　　　　　井奥　雅樹、横山　義夫、秋田さとみ

３　審査の経緯
　１）はじめに
　　　平成１５年９月、地方自治法の一部改正により、公の施設の管理について指定管理者制度が導入さ
れた。この制度改正は、「多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の
管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減を図ることを目
的とするもの」（平成１５年７月総務省通知）である。

　　　これにより、地方自治体は公の施設の管理について、直接運営するもの、指定管理者を指定する
ものを峻別し、管理委託を行っている施設については条例の改正、体制の整備を改正法の施行後３
年以内（平成１８年９月１日まで）に行わなければならないこととなった。

　　　当委員会は先の平成１７年度６月定例会において提案され、付託を受けた指定管理者制度導入に伴
う各条例の改正について、論点を整理し、審議を行った。

平成１７年９月１３日
高砂市議会議長

　　加古　秋晴　様
指定管理者制度導入等に伴う関係
条例の審査に関する特別委員会

委員長　今　竹　大　祐
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　地方自治体においては、地域住民の健康と生命を守る責務がある。
　少子、高齢化社会を迎え、地域における医療環境の整備・充実が極めて重要な課題となっている。
　こうした中において、自治体病院は地域医療の中核として、高度医療、特殊医療、小児医療、夜間救急、輪番制二次救急医療等
多くの不採算部門を担いつつ、医療提供体制の確保と医療水準の向上に努めているところである。
　しかしながら、医師の人事を多くの大学に依存している自治体病院では、２００４年の４月から実施されている新たな医師臨床研修
制度の必修化に伴う大学による医師の引き揚げや、医師の地域偏在、診療科偏在等により、地域医療を担う医師の不足が深刻化し
ている。
　特に、小児科や産婦人科については、過酷な勤務条件、医療訴訟の多さなどの要因により医師希望者が減少しており、医師の確
保が極めて困難な状況にある。
　このような医師不足は、全国的な問題となっており、各自治体は、医師確保に向けて、懸命の努力を続けているが、大変困難な
状況にあり、地域医療の確保・継続が危ぶまれている。
　よって、政府においては、都道府県、大学、学会、医師会等との連携のもと、早急に抜本的な医療確保対策を講じることを強く
要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　２００５年（平成１７年）９月３０日
高　砂　市　議　会　　

　２）総　　論
　　�　制度の改正について
　　　　審議の中で、「指定管理者制度」の導入という制度改正の趣旨についてはおおむね反対はなかっ

た。ただし、指定管理者制度の抱える問題点（運用面その他）についてはそれぞれ指摘を行い、
当局に確認した。

　　�　当局の取り組みの姿勢について
　　　　平成１５年９月の法改正以降、他市では早々に取り組みを公表していたにもかかわらず、本市に

おいては平成１７年３月にやっと方針が示され、６月議会で条例改正が提案された。
　　　これに対し、各委員からは「整理が出来ていない」「取り組みにあまさがある」「準備不足」など

制度改正に取り組む当局の姿勢について厳しい意見が大勢を占めた。
　　　　しかしながら、施設利用振興財団の３年間での自立化実現などの答弁も受け、今後の当局の運

用面での努力を前提に了承した。

　　�　行政改革の観点からの「公の施設のあり方」について
　　　　公の施設のあり方について、根本的に「高砂市の公の施設として必要か否か」を見直すことな

く現状のまま指定管理者制度の導入のみを検討していることが問題視された。特に、「勤労者体育
センター」「勤労会館」について必要なしという意見もみられた。これに対し当局は「公の施設の
あり方」を検討する必要性をみとめ、検討委員会、幹事会設置、今後のスケジュールを示し行政
改革の一環として早急に取り組むことを約束した。

　　�　施設利用振興財団について
　　　　施設利用振興財団の存在について定員適正化の隠れみのになるのではないか、天下り先になる

のではないか、二重行政になるのではないか、など、行政改革本来の姿と矛盾する運用について
厳しい指摘がなされた。

　　　　制度改革にあわせ、財団を解散し直営に戻した上で、根本からシステムを再構築すべきとの意
見もみられた。

４　最後に
　　　今回の制度改正に伴う条例改正は「結果として」すべて可決すべきと決した。しかしながら、審
議において、行政の取り組み姿勢の甘さ、財団の自立化など、正すべき問題が指摘された。つまり、
今後の当局の課題に対する取り組みを前提とした賛成であったことを付記しておく。

　　　当局は各委員からの指摘、意見を真摯に受け止め、これまでの反省に立った上で、指定管理者制
度の運用にあたらなければならないことを強く自覚することを求め、報告を終わる。

自治体病院の医師確保対策を求める意見書
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高砂市議会のホームページ　http://www.city.takasago.hyogo.jp

生嶋洋一議員の議員辞職勧告に関する決議

高砂市議会は、生嶋洋一議員の議員辞職を勧告する。

上記決議する。

２００５年（平成１７年）９月１３日

高　砂　市　議　会　　

理　　　由

　先般、生嶋洋一議員が廃棄物処理法違反容疑で書類送

検され、当該容疑について司法の判断が示されたが、そ

れは容疑事実の存在は認めつつ、起訴は行わないとする、

起訴猶予処分であった。

　高砂市議員政治倫理条例は、議員に対し、疑惑を招く

行為ですら禁じており、その条例の精神を大きく逸脱し

ていると言わざるを得ない。

　生嶋洋一議員は議員としての政治的、道義的責任を免

れえず、このまま高砂市議会に留まることは、市民感情

からも高砂市議員政治倫理条例の精神からも許されるべ

きではない。

　よって、高砂市議会は議会の名誉を守り、議会の刷新

浄化への責任に基づき生嶋洋一議員に対し議員辞職を勧

告するものである。

生嶋洋一議員の議員辞職勧告に関する決議

賛成者　２１名

　西野　　勝　　入江　正人　　北野誠一郎　　橋本　芳和

　八田美津子　　砂川　辰義　　坂牛　八州　　岡本　勝弘

　井奥　雅樹　　鈴木　利信　　松本　　均　　今竹　大祐

　中須　多門　　近藤　清隆　　福元　　昇　　横山　義夫

　船田　昭信　　秋田さとみ　　北　元次郎　　宮本　幸弘

　小松美紀江

反対者　５名

　萬山　忠彦　　沢野　　博　　木村　　巍　　北畑　徹也

　池本　　晃

※議長は投票できません。

記名投票結果

高砂市長　田村広一氏、助役　原　明範氏の
問責決議

賛成者　８名
　小松美紀江　　松本　　均　　今竹　大祐　　中須　多門
　入江　正人　　北野誠一郎　　鈴木　利信　　井奥　雅樹

反対者　１８名
　船田　昭信　　福元　　昇　　横山　義夫　　橋本　芳和
　八田美津子　　砂川　辰義　　近藤　清隆　　北畑　徹也
　沢野　　博　　西野　　勝　　北　元次郎　　宮本　幸弘
　生嶋　洋一　　池本　　晃　　萬山　忠彦　　木村　　巍
　坂牛　八州　　岡本　勝弘

※議長は投票できません。

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　各常任委員会、特別委員会は委員長の許可により傍聴できます。
　市役所内のモニターテレビの中継や、市立図書館及び公民館に備えつけの会議録などで内容を知っていただくこと
ができます。（なお、本会議の傍聴については、一部アスベストの含有材が使用されているため、傍聴者の健康を考慮
し自粛をお願いしています。）
　次の定例会は１２月に開会の予定ですので、日程その他詳しいことは43‐9051（議会事務局）までお問合せください。

記名投票結果

　本議会は、高砂市長　田村広一氏、助役　原　明範氏
の責任を問う。
　以上、決議する。

　　２００５年（平成１７年）１０月３日提出
　　　　高砂市議会議員　　井奥　雅樹
　　　　高砂市議会議員　　中須　多門
　　　　高砂市議会議員　　小松美紀江
　　　　高砂市議会議員　　入江　正人
　　　　高砂市議会議員　　松本　　均
　　　　高砂市議会議員　　北野誠一郎
　　　　高砂市議会議員　　今竹　大祐
　　　　高砂市議会議員　　鈴木　利信
　　　　

理　　　由
　度重なる市職員の不祥事が起き、もはや高砂市政の構
造的な欠陥とまでなっている。この事態に対して、田村
広一氏、原　明範氏は甘い認識しか持たず、このままで
は自浄作用は期待できない。特に原助役は事務方のトッ
プとして、連絡の遅れなどその任務を果たしていない。
　よって、両氏の責任を問い、深い反省を求める。反省
のもとに不祥事の徹底調査と自らの責任を明確にするこ
とを求める。

本決議案は賛成少数で否決されました。

記名投票が行われたため、掲載いたします。


